
筆答専⾨試験科目 物理学系 2026 年度 出題の意図 

物理学（午前） 

1. 分⼦の振動に関する理解を問う古典⼒学および解析⼒学の問題。単振動や重⼼、回
転と⾓運動量に関する基本的な物理法則の理解および微⼩量の取り扱いなどの基本
的な計算能⼒を確認する。

2. クーロンポテンシャルを含むシュレディンガー⽅程式を解き⽔素原⼦の波動関数を
導出させ、さらに⽔素原⼦核が⼤きさを持つ場合を考えることで摂動論の理解を問
う問題。

3. 微分⽅程式、フーリエ変換、特殊関数など、物理で⽤いられる基礎的な数学の理解
を問う問題。

物理学（午後） 
1. [A] 半導体の電気伝導現象に関して、四端⼦測定法、ホール効果、電気抵抗の温度

依存について問う問題。[B]デジタル回路とアナログ回路の基礎的事項を問う問
題。

2. 電流と磁場の相互作⽤に関する問題。基本的な法則の理解と計算能⼒を確認する。
公式の暗記にとどまらず、公式を⾃⾝で導出する能⼒を持つことが求められる。

3. 格⼦振動を例に、統計⼒学に関する知識とその応⽤⼒を問う。統計⼒学で⽤いられ
る基本的な概念に関する理解度のほか、頻繁に⽤いられる計算⼿法や近似に関する
習熟度を総合的に評価する。




